
特集：辞書指導を考える

見出しは太くて目立つ書体。重要な訳語はゴシッ

ク。成句は太い斜体。……辞書にいろいろな種類の文

字が使われていることは誰でも知っている。しかしい

ったい何種類の文字が使われているのか，などと考え

てみる人はあまりいないだろう。辞書にはどんな種類

の文字がどんなふうに使われているのかを『ジーニア

ス英和辞典 第３版』を材料に紹介してみよう。

まずは見出し。同じ書体を大きさ（級数 ）を変え

て使い分けている。Ａ，Ｂランクは16級，Ｃ，Ｄラン

クは14級。分離複合語（２語以上からなる見出し）は

この辞書では１語目の下位項目という位置づけにして

いるので，やや小さく13級にしてある。ほかに別綴り

（11級）というのがあり，たとえばcolorの項で

「color,」の後に「 英 -･our」と小さい文字で出てい

るのがそれである。ちなみに「catalogue, 米ではしば

しば -･log」では「-･log」は小さくなっていない。

両者で書き方が違うのはなぜか，理由を考えてみてく

ださい。

成句見出しは太い斜体。これも重要なもの（＊つ

き）は級数を上げているので２種類の大きさがある。

本文の和文は一般的な明朝体だが，よく見ると仮名

の横幅が少し狭くなっているのに気づくだろう。多く

の字数を収録するために，漢字の３/４の幅に設計さ

れた仮名を使っているのである。重要語義や語義の大

区分（Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ...）のタイトルなどには太いゴシ

ック体の文字を使っている。 正式 英［叙述］［限定］な

どの文字が左右に圧縮されているのがおわかりだろう

か。本文とは異質の「記号」として読んでもらうため

の工夫である。

見出し以外の欧文はどうか。用例などの本文書体に

は立体と斜体がある。用例の中で定型句を表すために

太い斜体を使っているが，成句見出しほど強くない書

体を選んでいる。

参照先が成句の場合，その成句が扱われている見出

しを示すのに「＝change PLACEs.」のようにスモー

ルキャピタル（小さめの大文字）を使っている。

発音は IPAにもっともふつうに使われるセンチュ

リーオールドという書体。本文の欧文とは別である。

語形変化は，見出しよりは細く小さいが本文よりは

だいぶ太い書体を使っている。これと文型の［SV to
 

O］の toは同じ書体だが，後者の方が１級大きい。

文型表示や成句中に出てくるS，V，Oなども，本

文とは違う書体を使い，しかも左右を圧縮している。

これも文字というより記号であるから，本文と視覚的

に差がつくように工夫しているのである。

語義番号は見出し用の書体を大きさを調整したうえ

で使っている。ただし，これが「→名４.」のように

参照先になる場合は級数を下げている。語義番号の意

味であることを無理なく伝えるために書体は同じもの

を使い，ただし当該の語の語義番号と紛らわしくない

ようにこちらは小さくしているわけである。

成句と分離複合語の語義番号は⑴，⑵，⑶...とし

ている。これらは見出しの下位要素であるから，その

語義番号も見出しの語義番号１，２，３...より弱い

印象のものにしなければならない。しかしある程度目

立つ必要もあるので，数字をゴシックにしている。

厳密にいうとまだ少しあるのだが，以上が『ジーニ

アス英和辞典』で使われている書体のほぼ全容であ

る。数え方が難しいが，級数違いを含めて数えるとだ

いたい30種類くらいを使っていることになろうか。

そして，普通の文字以外に様々な記号がある。名

形 他 などの品詞記号，語法 関連 などのロゴ，Ｃ Ｕ

の記号，品詞記号の前の などである。カッコ類

は（ ）［ ］ >〔 〕〔〔 〕〕 の８
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辞書の文字の話

英語辞書編集部

18



種類がある。（細かくいえば，（ ）は和文用・欧文

用・発音記号用などの使い分けがある。）

ところで，文字そのものの問題ではないが，文字の

配置も重要である。主見出しは本文や派生語見出しよ

り少し左に飛び出させている。成句は２行目以降をわ

ずかに下げている。意味の区分や階層構造の表現にお

いて改行が重要な要素であることはいうまでもない。

さらに言えば，文字と文字の間の「空き」にも気を

遣う。この辞書では，要素Ａの次に要素Ｂがくるとき

はどの幅の空きを入れるかについて細かい規定を作っ

ている。たとえばmake他 １b「［SVOO］ 人が>

O 人>にO 物>を作ってやる」では，O，Oの前に

は小さな空きを入れ，後ろには空きを入れていない。

意図は容易におわかりいただけると思う。

そして最後に，この辞書は２色刷りである。重要語

の品詞記号など要所要所に赤色を使って紙面を見やす

くし，検索の便を図っている。

以上のような様々な工夫は，①上位概念と下位概念

の明確化，②記号の意味の的確な伝達，③重要な情報

とそれ以外の情報の差異化，といった抽象度の高い課

題を二次元空間に表現するためのものだということが

できる。利用者はそれらをはっきり意識して辞書を使

うわけではない。むしろ，辞書を使っているうちにそ

うした意味の構造が無意識のうちに頭に入っていく，

という側面の方が強いのかもしれない。 何を 書く

かとは別に いかに 表示するかにも細心の注意を払

わなければならないのが辞書編集の仕事である。（T)

注）級数： 写真植字における文字の大きさの単位が「級」。

１級＝0.25ミリ。なお，辞書は印刷の段階で縮小をかけるの

で，製品はこれより小さくなる。
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